














































（Pervasive Developmental Disorders）に分類される。わが国で広く用いられている診断基準の 1




























































判決年月日 事件名 診断名 責任能力
① 東京高判平13・ 8 ・30 器物損壊 アスペルガー症候群 完全責任能力
② 新潟地判平15・ 3 ・28 強盗未遂 自閉性障害、中等度精神遅滞 心神耗弱
③ 東京地判平16・11・26 殺人等 自閉傾向、軽度精神遅滞 完全責任能力
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判決年月日 事件名 診断名 責任能力
⑤ 大阪地判平18・10・19 殺人等 特定不能型広汎性発達障害 完全責任能力
⑥ 東京高判平19・ 5 ・29 殺人未遂等 特定不能の広汎性発達障害 心神耗弱
⑦ 東京高判平19・ 8 ・ 9 殺人未遂等 アスペルガー症候群 完全責任能力
⑧ 宮崎地延岡支判平20・ 3 ・21 殺人等 アスペルガー障害 完全責任能力
⑨ 東京高判平21・ 3 ・ 2 殺人 広汎性発達障害 完全責任能力
⑩ 大阪高判平21・ 3 ・24 殺人等  アスペルガー症候群、 
精神病様症状
心神耗弱
⑪ 最決平21・ 9 ・15 
（原審東京高判平21・ 4 ・28）
 殺人、死体損壊  アスペルガー障害、 
解離性同一性障害
完全責任能力
⑫ 松江地判平21・10・22 殺人 アスペルガー障害 完全責任能力
⑬ 東京地判平21・11・ 9 殺人未遂 広汎性発達障害（自閉性） 完全責任能力
⑭ 東京高判平22・ 1 ・26 迷惑防止条例違反 アスペルガー障害 無罪（＊刑訴）
⑮ 大阪地判平22・ 5 ・24 殺人等 アスペルガー症候群 完全責任能力
⑯ 奈良地判平22・11・24 殺人等 アスペルガー、 
注意欠如・多動性障害
完全責任能力
⑰ 大阪地判平23・ 1 ・11 殺人 広汎性発達障害 完全責任能力
⑱ 大阪地堺支判平23・ 2 ・10 殺人 広汎性発達障害 完全責任能力





⑳ 東京高判平24・ 3 ・ 5 殺人未遂、傷害致死 自閉性障害、境界知能 完全責任能力
 青森地判平24・ 6 ・22 窃盗、詐欺、強盗等 特定不能型広汎性発達障害、
統合失調症様障害
完全責任能力
 横浜地判平24・ 7 ・31 未成年者略取誘拐 広汎性発達障害、 
軽度精神発達遅滞、小児性愛
完全責任能力
 東京地判平24・12・18 殺人未遂 発達障害の傾向 完全責任能力
 長崎地判平25・ 3 ・27 現住建造物等放火 発達障害、軽度知的障害 完全責任能力






























































































































































































































































































































































































































































ａ．第 1審（大阪地裁平成24年 7 月30日判決）
　大阪地裁は、上記のように、被告人が犯行に至る経緯をアスペルガー症候群の影響を踏まえて詳
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（ 2 ） 日本弁護士連合会「発達障害のある被告人による実姉刺殺事件の大阪地裁判決に関する会長談














会「『姉刺殺大阪地裁判決』についての会長談話」（2012年 8 月 7 日）http://www.osakaben.or.jp/
web/03_speak/kanri/db/info/2012/2012_5021d 6 f 2 e13e7_0.pdf．
（ 3 ） 一般社団法人日本発達障害ネットワーク「大阪地裁で判決のあったようなアスペルガー症候群等








関する緊急声明」（2012年 8 月 8 日）http://www.autism.or.jp/action/2012/20120808kinkyuuseim
ei.pdf.、日本児童青年精神医学会「2012.08.07大阪地裁判決に関する緊急声明」http://child-adolesc.
jp/topics/2012.08.07- 大阪地裁判決に関する緊急声明 .html．、社団法人日本社会福祉士会「求刑を
超す判決を下した大阪地裁判決に対する会長声明」（2012年 8 月 7 日）http://www.jacsw.or.jp/15_
TopLinks/oshirase/files/seimei.pdf．、社会福祉法人南高愛隣会共生社会を創る愛の基金「大阪地裁
判決についての意見表明」（2012年 8 月 3 日）http://www.airinkai.or.jp/ainokikin/saisinzyouhou.
html．などが声明を発表している。
（ 4 ） 「（社説）求刑超え判決 障害への偏見が過ぎる」朝日新聞2012年 8 月 4 日朝刊12頁、「［社説］発
達障害判決 厳罰より支援の拡充が大切だ」読売新聞2012年 8 月 9 日東京朝刊 3 頁など。
（ 5 ） 判例タイムズ1390号375頁。
（ 6 ） 最高裁平成25年 7 月22日決定 Lex/DB 文献番号25501693。 
（ 7 ） 司法研修所編『難解な法律概念と裁判員裁判』（法曹界、2009年）279-281頁。 





（ 9 ） 融道男他監訳『ICD－10精神および行動の障害 臨床記述と診断ガイドライン』（医学書院、1993
年）239頁以下。
（10） 司法研修所編・前掲註（ 7 ）279頁。 
（11） 上島国利＝立山萬里編『精神医学テキスト』（南江堂、2000年）201頁。 
（12） 髙橋三郎他訳『DSM－Ⅳ－TR 精神疾患の分類と診断の手引』（医学書院、2002年）55頁以下。な
お、DSM は、2013年 5 月に DSM― 5 に改訂されている。詳細は、http://www.dsm5.org/pages/
default.aspx. 新聞報道等によると、新版では、自閉性障害やアスペルガー障害等のサブカテゴリー
を含む広汎性発達障害が「自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum Disorders）」という 1 つの
診断名に統合され、従来の 3 つの診断領域は、①社会的コミュニケーションおよび相互交渉と②行
動、興味、活動の限局された反復的な様式の 2 つをともに併せ持つものとなった。「アスペルガー、
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罪につながる可能性があるだけ」（読売新聞2012年 8 月10日大阪朝刊31頁）というコメントや、「発
達障害は、障害の特性を分かってもらえずに傷つき、被害意識や攻撃性が高まることはあるが、犯
罪や反社会的行為に直結するものではない」（朝日新聞2012年 8 月20日朝刊 3 頁）とする佐々木正
美先生のコメントがある。
（17） 発達障害（アスペルガー症候群）の起訴前嘱託鑑定事例（モデル鑑定書）を示したものとして、





害研究34巻 2 号（2012年）157頁がある。 









（23） 大審院昭和 6 年12月 3 日判決刑集10巻682頁。 
（24） 大塚他編・前掲註（19）370-371頁。 
（25） 東京高等裁判所（刑事）判決時報58巻 1 ～12号59頁。 


































（34） 吉井簡裁昭和34年 1 月22日判決下刑集 1 巻 1 号100頁。この点に関して、拙稿・前掲註（33）13
頁註（16）。
（35） 拙稿・前掲註（33）10-11頁。
（36） 新潟地裁平成15年 3 月28日判決 Lex/DB 文献番号28085564。 




（39） 京都地裁平成19年 3 月 6 日判決（公刊物未登載）。判決要旨については、「宇治・女児殺害 元塾
講師に懲役18年判決　完全責任能力肯定／京都地裁」読売新聞2007年 3 月 6 日大阪夕刊 1 頁、「宇






（41） 東京高裁平成19年 5 月29日判決東京高等裁判所（刑事）判決時報58巻 1 ～12号32頁。 
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藤・前掲註（17）168-170頁、十一・前掲註（15）968-970頁。
















（47） 東京簡裁平成21年 3 月30日判決（公刊物未登載）。 
（48） 本稿註（12）参照。 
（49） 東京高裁平成13年 8 月30日判決高等裁判所刑事裁判速報集（平13）号139頁。 
（50） 被告人は、過去にも同種の行為（千枚通しなどで駐車車両のタイヤに穴を開けた）をして器物損













（56） 富山地裁平成17年 9 月 6 日判決 Lex/DB 文献番号28105426。
（57） 東京高裁平成24年 3 月 5 日判決 Lex/DB 文献番号25482208。本判決の原審（東京地裁立川支部平






献番号28135059（⑤判例）、宮崎地裁延岡支部平成20年 3 月21日判決判例秘書 ID 番号06350142（⑧
判例）、大阪地裁平成22年 5 月24日判決 Lex/DB 文献番号25442463（⑮判例）、神戸地裁平成23年12
25
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月14日判決 Lex/DB 文献番号25444382（⑲判例）、東京地裁平成24年12月18日判決判例秘書 ID 番
号06730660（判例）がある。
（59） 松江地裁平成21年10月22日判決 Lex/DB 文献番号25462717。 
（60） 大阪地裁平成23年 1 月11日判決 Lex/DB 文献番号25470190。 
（61） 横浜地裁平成24年 7 月31日判決判例秘書 ID 番号06750382。 
（62） 奈良地裁平成22年11月24日判決 Lex/DB 文献番号25470185。 
（63） 大阪地裁堺支部平成23年 2 月10日判決 Lex/DB 文献番号25470389。 
（64） 本件の詳細に関しては、佐藤幹夫「『発達障害』と刑事司法…第 1 回～第 4 回」世界836号（2012
年）272頁以下、同837号（2012年）204頁以下、同838号（2013年）268頁以下、同839号（2013年）
207頁以下。 
（65） 「被告弁護人が控訴 発達障害理由に求刑超え判決の大阪・姉刺殺事件【大阪】」朝日新聞2012年 8











れ』と求刑超す判決 発達障害 理解が不正確」読売新聞2012年 8 月10日の後藤弘子先生のコメント）
や、「障害がある場合、量刑が軽くなるケースが大半。法律の専門家からすれば違和感が残る」と
する見解（「発達障害者に求刑超え異例判決『社会秩序のため』に賛否分かれる」J－CAST ニュー











































談話」（2013年 3 月 1 日）http://www.nichibenren.or.jp/activity/document/statement/year/2013/ 
130301.html.、日本発達障害ネットワーク「大阪のアスペルガー障害の被告人に対する控訴審判決に
ついて」（2013年 3 月15日）http://jddnet.jp/index.files/archives2013/pdf/20130315_comment.pdf.
（74） 浜井・前掲註（ 1 ）171-172頁。ただし、筆者は、控訴審判決では、行為責任主義の枠組みの中
でのみ原審が見直されているため、被告人がアスペルガー障がい者として適切な支援を受けるため
に何が必要だったのか、刑務所に14年間収容した場合、更正にどのような影響があるのかといった
点はまったく考慮されていないと批判される。
